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研究成果の概要（和文）：高齢者本人を尊重したケアの方法として、「本人への意向の伺い」と「本人の意向の
代弁」が行われていた。そこでは提案への意味づけを、相手（福祉の支援者／離れて暮らす家族）に受け入れや
すい形へと変化させる作業が行なわれていた。また親を意思決定に関与させる位置は、多くの場合、離れて暮ら
す子供とケアマネジャーによる意思決定について合意が図られた後であることが明らかになった。これは、認知
判断能力に、衰えが見られる親を意思決定に関与させるため、子供とケアマネジャーの意思決定の過程を反映さ
せて、親の応答が行いやすくなるように、yes-no質問の形式での発話順番のデザインを実現するためであった。

研究成果の概要（英文）： Methods of care that respect the elderly, "asking the elderly about their 
wishes" and "speaking for the elderly" were used. In this process, the proposal was modified to a 
form that was acceptable to the  both parties (welfare supporters/family members living apart from 
the elderly).　It was also found that in most cases, the parents were involved in the 
decision-making process only after the care manager and the child had reached an agreement on the 
decision-making process. This was done in order to involve the parents, whose cognitive abilities 
were declining, in the decision-making process, and to design a speech order in the form of yes-no 
questions that reflected the decision-making process of the child and the care manager and 
facilitate the parents' responses.

研究分野： 高齢社会学

キーワード： 遠距離介護　会話分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、遠距離介護の中で高齢者本人の意思を尊重したケアを実現するための人々の方法を、「会話分析」の
アプローチから明らかにするものであった。遠距離介護において離れて暮らす子供たちは、自らの身体的・経済
的限界や、福祉サービスの限界などと、高齢者本人が望む生活の実現の間で常に揺れ動いている。こうした中
で、高齢者本人の意思を尊重したケアがいかなる方法で実現されているのかを解明した本研究成果は、遠距離介
護の困難軽減につながる重要の知見となるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1)遠距離介護の先行研究 
高齢者本人と遠く離れて暮らす子供が、ケアや介護のために頻繁な帰省を繰り返す、遠距離介 

護という現象は、1983 年にはじめてアメリカの新聞記事で報告された（The New York Times, 
December 29, 1983）。日本ではその約 10 年後、1994 年に『AERA』が同現象について最初の
報告を行なっている（山脇 1994）。しかし遠距離介護の研究の開始は、アメリカでは 1990 年
代後半以降（Wagner 1997）、日本では 2000 年代以降である（松本 2003）。現在、離れ暮らす
子供のうち 1 万 5 千人～3 万人が遠距離介護に携っていることが推計され、今後はさらなる増
加が予測される。こうした中で研究代表者は、日本で遠距離介護の研究が開始された 2000 年代
初頭から、一貫して遠距離介護に関する経験的な研究を進めてきた。 
依然として蓄積の少ない遠距離介護の先行研究であるが、それらを概観した時、大きく社会学

的研究・社会福祉学的研究の 2 つの分野から、次のような知見が明らかになっている。まず社
会学的研究では遠距離介護に関する分析から、家族、介護、移動などに関する社会変動の指摘が
行なわれてきた。そこでは親子の居住形態が同居から別居に変化したこと、介護におけるコミュ
ニケーションの側面の重要性の上昇、個々の家族の移動性の高まりなどが浮かび上がっている
（Baldock 2000; 中川 2012）。他方、社会福祉学的研究では、実際の遠距離介護の事例の分析か
ら、遠距離介護のために望ましい支援のあり様が提示されてきた。特に、遠距離介護に対して重
要になるのは、高齢者のみならず離れて暮らす子供たちにも働きかけるソーシャルワーク機能
であることが指摘されている(Heath 1993)。 
(2)従来の研究の限界 
以上の研究はそれぞれに一定の意義を有するものであるが、次のような限界が存在する。まず、

遠距離介護の「社会学」的研究では、遠距離介護を通して社会（あるいは、家族・介護・移動等
のように設定されるより高次な概念の一般化された現状）を説明しようとする志向性が強い。他
方、遠距離介護の「社会福祉学」的研究では、遠距離介護に働きかけるべき支援の規範的な主張
を行なおうとする志向性が見られる。その結果、遠距離介護の社会学／社会福祉学的研究は、同
じ現象を対象としていながら、互いがすれ違い、両者の知見が結びついていない。加えてそれぞ
れの研究の特有の志向性のために、どちらも遠距離介護が実際どのように行なわれているのか
を十分に分析することができずにいる。そのことは、社会学／社会福祉学の双方が、遠距離介護
の現実に有用な学問的知見を十分に提供できずにいる一つの要因になっていると考えられる。 
(3)遠距離介護の会話分析 
こうした現状を打開し、遠距離介護の現場にその学問的な知見を、真に還元可能にする研究を

研究代表者は模索してきた。その結果、特に海外において、医療コミュニケーションの分野で非
常に多くの成果を出している「会話分析」のアプローチを遠距離介護に適用することに思い至っ
た(Heritage & Maynard 2006)。そして離れて暮らす家族と福祉の支援者が参加して行なわれる
ケアカンファレンスのビデオデータの会話分析に取り組むことで、次のような知見を明らかに
した。すなわち，身体介護が相対的に少ない遠距離介護では、高齢者の介護や生活の方針を決定
する意思決定がその中心的な課題となっている。そうした中で、遠距離介護の意思決定過程の参
与者が直面する一つの大きな問題は、離れて暮らす家族の負担の限界や、福祉の支援者と離れて
暮らす家族の見解の相違といった、遠距離介護に特有の道徳的なジレンマにいかなる形で対処
するかということであったのである（中川 2016）。 
 

２．研究の目的 
以上のように、遠距離介護の困難軽減に資する知見を明らかにしてきた研究代表者のこれまで

の研究だが、そこには大きな問題が存在する。それは遠距離介護における実際のコミュニケーシ
ョンを分析した研究において、高齢者本人がコミュニケーションに含まれていないという点で
ある。高齢者のコミュニケーションへの参加は、高齢者本人の生活や介護方針に関する意思決定
が行なわれている場面において、高齢者本人の意思の尊重のために紛れもなく重要である(上野 
2011)。実際に、1991 年にアメリカで出版された遠距離介護に関する最初期の書籍では、遠距離
介護において高齢者本人の意思を尊重することの重要性が繰り返し述べられている (Heath 
1991)。その一方で、時に高齢者がコミュニケーションに参加していても、判断能力の低下など
によって、本人のみでは十全な意思決定ができなくなることがある。実際、そうした場面におい
て離れて暮らす子供が高齢者の代わりの役割を果たす必要があることは、これまでの遠距離介
護の研究でも指摘されてきた。このとき遠距離介護の社会学／社会福祉学的研究にとって、大き
な研究課題が浮かび上がる。それは、遠距離介護において、高齢者本人の判断能力に衰えが生じ
ている状況の中で、離れて暮らす子供たちと福祉の支援者が高齢者本人の意思の尊重を実現さ
せているとするならば、それはいかなる方法を通じてなのか？という問いである。 
 
 
 



３．研究の方法 
本研究は遠距離介護において、高齢者本人の意思を尊重したケアを実現するために人々が用い

る方法を明らかにするため、「会話分析」という研究方法を採用する。会話分析は社会学の一分
野として始まり、会話という一つの社会現象を通して、人々がこの社会を組み立てている「方法」
を明らかにすることをその目的とする。会話分析は研究の精神として、徹底して参与者の志向に
根ざした記述を目指し、研究者がデータを離れて外部から説明を行なうことを排除する。こうし
た分析態度は、人々が実際に用いている方法それ自体を析出することを可能にし、現場にその成
果を還元することを可能にするため、本研究に最もふさわしい研究方法と考えられる。分析の対
象としたのは、離れて暮らす子供、福祉の支援者に加えて、高齢者自身が参加しているコミュニ
ケーション場面のビデオ撮影調査データである。 
 
 
４．研究成果 
 高齢者本人を尊重したケアの方法として、大きく 2つの現象の存在が明らかになった。それは
「高齢者本人への意向の伺い」と「高齢者本人の意向の代弁」である。そこでは、行なわれてい
る提案への意味づけを、相手（福祉の支援者／離れて暮らす家族）に受け入れやすい形へと変化
させるために、代弁のみならず、高齢者への意向の伺いが行なわれているのであった。また、代
弁と同時に、親の意向について家庭内でどのような対応を行っているかについても、家族からケ
アマネジャーに伝えられる場合があることが明らかになった。そのことが、その次の位置におい
てケアマネジャーの側から、サービス調整を通じてどのような対応を行えるかを提示すること
を可能にしているのであった。この現象は、家族とケアマネジャーの双方がそれぞれの領域にお
いて責任を有している情報を提示しあうという規範的構造が利用されていることを示唆するも
のであった。 
 また親を意思決定に関与させる位置は、多くの場合、離れて暮らす子供とケアマネジャーによ
る意思決定について合意が図られた後であることが明らかになった。これは、認知判断能力に、
衰えが見られる親を意思決定に関与させるため、子供とケアマネジャーの意思決定の過程を反
映させて、親の応答が行いやすくなるように、yes-no 質問の形式での発話順番のデザインを実
現するためであった。一方で、離れて暮らす子供とケアマネジャーの間で意思決定に何らかの対
立が生じている場合には、いわば挿入的な形で、意思決定を行うための前提となる、親の生活の
状況やサービスについて現状の確認が親に対して行われ、その応答に基づいて、離れて暮らす子
供とケアマネジャーの間での意思決定に戻ることがわかった。ここでは、親の認知判断能力の衰
えを配慮して、未来の意思決定を親に委ねるのではなく、親が答えやすい現状の認識を問うこと
で、遠距離介護の意思決定について親への負荷を下げながら、親を意思決定に関与させるという
工夫がなされているのであった。 
以上の知見は、高齢者本人の意思を尊重したケアを遠距離介護の中で実現するための、人々の

方法の一端であり、今後の遠距離介護支援を考えるための基礎的な意義と重要性を持つものと
考えられる。 
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